
 

 
 
 
 
 

 
 

市営店舗・作業所の建替えに係る基本計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和４年３月 

和泉市 
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5～6 

 

＜市営住宅＞ 

・市営住宅第一～第三期の空き住戸に建替対象団地すべての入居
者が住替え 

＜跡地活用＞ 

・幸第二・旭第一・旭第二・王子第二団地を跡地活用 

・旭第一団地（一部）と和泉診療所の跡地で診療所・北部総合福祉
会館を建替え 

※これはイメージです。 
※図中の「跡地活用」は、市有地の活用エリアを示したものです。着色部に民間所有地が含まれる場合もありますが、民間所有地の買取を行うものではありません。 
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店舗 作業所 店舗 作業所

和泉第一団地 4・A棟 6 5 3 3

幸団地 28～30・34・35・38～40・A～C棟 60 0 48 0

王子第二団地 5棟 6 0 3 0

旭第一団地 19・25・27・A棟 11 6 8 5

旭第二団地 6・8棟 4 12 3 7

87 23 65 15

幸団地 D・E棟 4 0

幸第二団地 52・53・A棟 9 6

王子第二団地 8～11・A棟 21 0

旭第二団地 17・18・A棟 11 3

永尾団地 64・68・69棟 6 4

51 13

合計

管理件数 入居件数

110 80

174

64

左記対象店舗・作業

所の整備について

は、改めて計画を定

めます。

建

替

対

象

建

替

対

象

外

小計（建替対象）

小計（建替対象外）

R4.1 月末時点 
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 送付件数 回収件数 回収率 

1 期 10 9 90.0％ 

2 期 57 30 52.6％ 

3 期 12 3 25.0％ 

合計 79 42 53.2％ 

団地名 棟名 

和泉第一団地 4 棟、A棟 

幸団地 28～30 棟、34 棟、35棟、38～40棟、A～C棟 

王子第二団地 5 棟 

旭第一団地 19 棟、25 棟、27棟、A棟 

旭第二団地 6 棟、8棟 
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1 番気になる項目 回答数 回答の要旨 

移転時期 2 高齢のため、計画時の移転では新規の開業は難しい。 

移転候補地 11 荷物の積み下ろしがあるため。 
相乗効果を上げれる店舗配置を希望。 
今の立地かそこから近い場所がよい。他に移転となると不安。 

新店舗の面積 3 設備が大きいため店舗の大きさが気になる。 

家賃 10 家賃が高くなると、維持できるか不安。 
移転時期によっては新家賃の支払いが早くなるため全店舗が終
了するまで家賃の据え置きか早期割引などを希望。 

駐車場 2 搬入などで車が必要なため。 

使用期間 0  

移転補償 10 移転に伴う費用で事業が圧迫されないか不安である。 
原形に復して返却をするお金もないし、移転後の内装や設備をと
とのえる費用もないため。 
年齢的に新たな融資を受けることは難しく、事業を継続するには
何らかの補償が無ければ到底困難が予想されるため。 
改装費を借りれるよう市が保証するか支給するかしてほしい。 

無回答 4  

合  計 42  

 

【上記意見に対する市の考え】 
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希  望 回答数 割合 

新店舗へ移転したい 23 54.8% 

移転先の希望が合えば移転したい 9 21.4% 

既存空店舗へ移転したい 4 9.5% 

他の民間へ移転したい 2 4.8% 

営業をやめる 2 4.8% 

無回答 2 4.8% 

合  計 42 100% 

 

55%
21%

9%

5%
5%

5%

新店舗へ移転したい

移転先の希望が合

えば移転したい

既存空店舗へ移転し

たい

他の民間へ移転した

い

営業をやめる

無回答

第一希望候補地 回答数 

A 4 

B 3 

C 4 

D 2 

E 8 

F 0 

G 1 

H 5 

その他・空白 5 

合  計 32 

 

A, 4

B, 3

C, 4

D, 2

E, 8

F, 0

G, 1

H, 5
その他・空白, 

5

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

第一希望候補地
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・食品衛生許可証 
・飲食店営業許可証 
・菓子製造業許可証 
・保健所（食肉販売、食鳥処理、飲食等） 

・理容業 
・酒、タバコ 

特になし 
 
 
 

 

・新店舗と既存店舗の家賃差が大きすぎる。 
・第１期～第３期の入居する時期によって家賃の差が生じる。第三期工事終了まで不平のないよ
う据え置きしてほしい。 

・家賃部分の経費を抑える為に除却の時期まで使いたい。 
・新店舗を改装する際に今の店舗分とダブルで家賃がかかると負担が大きい。 

【上記意見に対する市の考え】 

 

・高齢に伴い、シャッターの標準自動化を希望。 

【上記意見に対する市の考え】 

 

  

希  望 回答数 割合 

他の候補地へ移転を考える 23 71.9% 

既存空き店舗へ移転したい 2 6.3% 

他の民間へ移転したい 0 0.0% 

その他 6 18.8% 

無回答 1 3.1% 

合  計 32 100% 

 

その他の理由 

・他の候補地への移転は考えていない。 

・わからない、やめるかもしれない。 

・可能なら維持したい。 

・移転先が 1ヵ所しかないのでどうする

ことが良いのかわからない。 
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・コインパーキング月極でもよいので駐車場を増やしてほしい。 

【上記意見に対する市の考え】 

 

・街がにぎやかになるような商店や業種の企業の誘致も考えてほしい。 

【上記意見に対する市の考え】 

 

・退去後新たな募集もせず取り壊すだけにもかかわらず原形回復をしなければならない明確な理
由が示されていない事が納得できない。 

・簡素な返還手続きで済む届けの提出期限が令和 4 年１月末に設定されているのもあまりに早す
ぎる。 

・移転には費用もかかるので返却時の現状復旧なしで対応してほしい。（最終的に解体してしまう
のに原状復旧が必要な事も納得がいかない。） 

【上記意見に対する市の考え】 

 

・何かにつけ条件を厳しくしないでほしい。 
・新しい店舗のイメージや移転スケジュール等がわからないので今後の判断ができない。 

【上記意見に対する市の考え】 
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建替候補地 

店舗・作業所

区画数 

整備時期

（予定） 
用途地域 

建蔽率・ 

容積率 

1

期 

A （旭温泉跡地） 3 区画 

R9～ 

10 年度 

第一種住居 

専用地域 

60％・ 

200％ 

B-1（王子第一団地 1・2 棟跡地） 13 区画 

B-3（王子第一団地北西広場跡地） 2 区画 

C （幸小跡地） 9 区画 

F （旭第二団地駐車場用地） 4 区画 
準工業地域 

G （旭第二団地駐車場用地） 2 区画 

2

期 

B-2（王子第一団地 3・4 棟跡地） 7 区画 

R13 年度 
第一種住居 

専用地域 

D （幸団地 40 棟跡地） 15 区画 

E-1（幸団地 38 棟跡地） 4 区画 

3

期 

E-2（幸団地 39 棟跡地） 10 区画 R14～ 

15 年度 H （幸団地 A棟跡地） 5 区画 

合計 74 区画 - - - 

 



 

 

 

 



 

27～28 

 

 

 
現況 1 期 

（R9～10年度整備） 

２期 

（R13年度整備） 

３期 

（R14～15年度整備） 
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配置パタン①：道路側※に店舗・作業所を配置 

（荷捌き場を奥に配置） 

※幅員の広い道路側 

配置パタン②：道路側に荷捌き場を配置 

（店舗・作業所を奥に配置） 
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